
樹脂成型品は、様々な原因により破損する場合があります。破
損の原因を解明することは再発防止対策や開発を行う上で不可欠
です。
樹脂成型品に亀裂や破断が生じた場合、破面上には破損に至っ

たメカニズムに関する重要な情報が模様として刻まれます。弊社
では、破損した樹脂製品の破面を拡大観察して、破面模様から亀
裂･破断などの損傷が発生した原因を調査します。

＜結 果＞
・起点付近にソルベントクラックの特徴的な模様
・破面全体に繰り返し応力が負荷されて形成された模様
・破面に付着物が存在 付着物の成分分析を実施
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会社HP 分析無料ご相談

弊社では、豊富な経験をもとに破損原因を総合的に調査します。
お気軽にご相談下さい。

ポリカーボネート(PC)の破面

破面のSEM写真
ソルベントクラック原因物質の

成分分析結果

可塑剤成分であるフタル酸エステルが付着、これに応力
が作用してソルベントクラックが生じ、さらなる応力負荷
により最終的に破断したと推測されました。

破断したポリカーボネート(PC)の破面観察事例

＜調査方法＞
①目視または実体顕微鏡等

による外観観察
②拡大観察用試料作製
③走査型電子顕微鏡(SEM)

による拡大観察
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